
まんのう町の春夏秋冬

一
年
中
で

一
番
厳
し
い

季
節
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
な
れ
ば

桜
の
花
が

14
輪
咲
き
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
く
れ
た
方
も

そ
う
で
な
い
方
も
、 

い
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

午
年
で
す
。

馬
の
よ
う
に

飛
躍
す
る
年
に

す
る
ぞ
う
。

新
し
い
年
を

　
　
迎
え
ま
し
た
。

馬
か
象
か
ど
っ
ち
や
ね
ん

吹佐古から見た美しい風景（琴南地区）

幸せが舞いおりた
（仲南地区R7.12.2）

つく人もこねる人も議員です（仲南地区）

香川県 まんのう町

住みやすい町づくりを目指して
https://www.town.manno.lg.jp/life/4/25/ 皆様のご意見をお聞かせください。mail：gikai@town.manno.lg.jp

リ
サ
イ
ク
ル
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。
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まんテンちゃん

      

　
　
　
委
員
長
　 

白
川
　
正
樹      

　
早
い
も
の
で
４
年
の
任
期
が
、
残

り
２
ケ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
第
17
回
議
会
報
告
会

の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
も
、
多
く

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
広
報
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
の
編
集
作
業
は
「
議
会
だ
よ

り
58
号
」
を
も
っ
て
最
後
と
な
り
ま

す
。
今
年
４
月
以
降
は
新
体
制
の
広

報
委
員
会
と
な
り
ま
す
が
、
今
以
上

に
わ
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」

と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
引
き
継

ぎ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
年
中
で
寒
さ
が
最
も
厳
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
管
理
に
気

を
付
け
て
、
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　
２
ケ
月
後
に
は
、
春
が
来
ま
す
。

まんのう町議会
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ふ
く
と
く 

え
ん
ま
ん

福
徳
円
満

令和 8年 町議会議員

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
、
ま
ん
の
う
町

合
併
20
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
敬
意

を
表
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
実

現
の
た
め
、
議
会
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
ん
の
う
町
議
会 

議
長

　
　
　
　 　
　

大
西

　
　樹

謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、

あ
ら
た
め
て
住
民
の

皆
様
が
よ
り
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

議
会
と
し
て
も
全
力
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
本
年

が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き一年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ん
の
う
町
議
会 

副
議
長

　
　
　
　

  

川
西

　米
希
子   

謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、

あ
ら
た
め
て
住
民
の

皆
様
が
よ
り
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

議
会
と
し
て
も
全
力
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
本
年

が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き一年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ん
の
う
町
議
会 

副
議
長

　
　
　
　

  

川
西

　米
希
子   

げ
い
し
ゅ
ん
ば
ん
ぷ
く

迎
春
万
福

新年の決意

昭和・平成・令和に
     生きる我が人生

川
原

　茂
行

町民の皆様の声に耳を
傾け、住み良いまんの
う町のために頑張ります

大
西

　
　豊

松
下

　一
美

せん ゆう こう らく

先憂後楽
まず先に心配事や苦労を
解決し、その後に楽しみ
を得るように

白
川

　正
樹

白
川

　皆
男

合
田

　正
夫

三
好

　郁
雄

竹
林

　昌
秀

京
兼

　愛
子

常
包

　
　恵

鈴
木

　崇
容

石
﨑

　保
彦

真
鍋  

泰
二
郎

一期一会
出会いを大切にし、
一意専心で頑張ってまい
ります

終始一貫
日々頑張ります

笑う門には福来る住民本位で　　
　　 本分の発揮

この一年が
笑顔あふれる年に
なりますように

平穏無事
  今年も誠心誠意　 
 　　　　  頑張ります

一期一会
出会いを大切に 
　感謝の気持ち忘れず

揺るぎない信念
周りに左右されず決して
変わらない自分の考えや
思いを持つ

ぜんぱいおのれによる

善負己由
自分に起こることは、
全て自分の日頃からの
思考と言行の現れ

              ほ    ほ   これ  どうじょう

歩歩是道場
いつでもどこでも
　    修行の気持ちで

20262026
12月定例会 12月定例会
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12月定例会 12月定例会定例会は、年４回開催され、町政の方針や予算など町民生活に関する重要な事項を審議します。

12
月
２
日
〜
12
月
16
日
（
15
日
間
）

開
催
期
間

令
和
７
年

令
和
７
年  

1212
月
定
例
会

月
定
例
会    

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
案

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
案))（
第
２
号
）

（
第
２
号
）

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算((

案案))（
第
１
号
）

（
第
１
号
）

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算((

案案))（
第
１
号
）

（
第
１
号
）

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算((

案案))（
第
２
号
）

（
第
２
号
）

町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算((
案案))（
第
１
号
）

（
第
１
号
）

琴
南
町
民
プ
ー
ル
条
例
の
廃
止

琴
南
町
民
プ
ー
ル
条
例
の
廃
止

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
な
ど

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
な
ど

2222
議
案
の
審
議
を
行
い
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

議
案
の
審
議
を
行
い
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

まんのう天文台まんのう天文台
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12月定例会 12月定例会

合
計
０・０
５
月
引
き
上
げ
た
。（
期
末

０・０
2
５
月
、勤
勉
０・０
2
５
月
）

○
令
和
8
年
6
月
・
12
月
の
期
末
勤
勉

手
当
率
を
一
般
職
員
及
び
再
任
用
職

員
と
も
に
平
準
化
し
た
。

○
令
和
8
年
4
月
以
降
の
通
勤
手
当
を

改
正
し
、55
〜
60
㎞
は
3
万
３
５
０
０

円（
新
設
）、60
㎞
以
上
は
3
万
６
３

０
０
円
を
上
限
と
し
た
。

【
議
案
第
２
号
】 

町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
、

特
別
職
の
期
末
手
当
率
の
改
正
を
行
っ

た
。

○
令
和
7
年
12
月
期
末
手
当
率
を 　

０
・
０
５
月
引
き
上
げ
た
。

○
令
和
8
年
6
月
・
12
月
の
期
末
手
当

率
を
平
準
化
し
た
。

 

令
和
７
年 

【
議
案
第
１
号
】  　

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
令
和
7
年
の
香
川
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
き
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の

職
員
給
与
の
状
況
等
も
踏
ま
え
て
検
討

を
行
い
、
給
料
表
並
び
に
期
末
・
勤
勉

手
当
等
の
改
正
を
行
っ
た
。

○
4
月
に
さ
か
の
ぼ
り
職
員
の
給
料
表

を
３
％
引
き
上
げ
た
。

○
4
月
に
さ
か
の
ぼ
り
宿
日
直
手
当
の
上

限
額
を
６
６
０
０
円
か
ら
７
０
５
0

円
に
引
き
上
げ
た
。

○
4
月
に
さ
か
の
ぼ
り
初
任
給
調
整
手
当

の
上
限
額
を
41
万
６
６
０
０
円
か
ら

41
万
７
６
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。

○
12
月
の
期
末
勤
勉
手
当
率
に
つ
い
て
、

一
般
職
員
及
び
再
任
用
職
員
と
も
に

12
月
定
例
会

即
決
案
件

原
案

可
決

原
案

可
決

【
議
案
第
３
号
】 

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正 

　

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
、

議
員
の
期
末
手
当
率
の
改
正
を
行
っ
た
。

○
令
和
7
年
12
月
期
末
手
当
率
を 　

０
・
０
５
月
引
き
上
げ
た
。

○
令
和
8
年
6
月
・
12
月
の
期
末
手
当

率
を
平
準
化
し
た
。

【
議
案
第
４
号
】 

町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
令
和
7
年
の
香
川
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
き
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の

職
員
給
与
の
状
況
等
も
踏
ま
え
4
月
に

さ
か
の
ぼ
り
特
定
任
期
付
き
職
員
の
給

料
表
の
引
き
上
げ
改
正
を
行
っ
た
。 原

案
可
決

原
案

可
決

【
議
案
第
5
号
】 

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
６
号
】  

　
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
議
案
第
５
号
・
６
号
は
、
地
方
公
務

員
の
福
祉
お
よ
び
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
職
員
が
安
心

し
て
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
本
条
例
の
整
備

を
行
っ
た
。

原
案

可
決

原
案

可
決
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12月定例会 12月定例会

意外と簡単です  マイナ保険証

【
議
案
第
９
号
】  

　
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
整
合
性
を
図
る
た
め
本
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
10
号
】  

　
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
よ
り
、
発
行
済

み
の
健
康
保
険
証
が
令
和
7
年
12
月
1

日
に
無
効
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
条

例
中
の「
被
保
険
者
証
」の
記
述
を
削
除

し
た
。

【
議
案
第
12
号
】  

　
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
に
は
虐

待
を
発
見
し
た
場
合
に
通
報
す
る
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
新
た
に
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
従
事
す
る
者
に
も
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

【
議
案
第
13
号
】  

　
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　

内
閣
府
令
の
改
正
に
よ
り
、「
特
定

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
」が
追
加
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
８
号
】  

　
町
地
域
木
材
利
用
促
進
条
例
の

一
部
改
正 

　
本
条
例
は
、
町
産
材
の
利
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
町
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
令
和
８
年
３
月
31
日
限
り
と
し
て

い
た
有
効
期
限
を
5
年
間
延
長
し
、
令

和
13
年
3
月
31
日
ま
で
と
し
た
。原

案
可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

町産材利用の拡充
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【
議
案
第
14
号
】  

　
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
8
年
1
月
に
協
議
会
委
員
を
委

嘱
し
、
町
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用

に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
策
定
を
行
う

こ
と
に
伴
い
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
協
議
会
委
員
の
報
酬
日
額
を
定
め

た
。

○
日
額
８
０
０
０
円
（
た
だ
し
4
時
間

未
満
は
５
０
０
０
円
）

【
議
案
第
17
号
】  

　
字
の
区
域
の
変
更

　

ま
ん
の
う
町
長
尾
地
区
に
お
い
て
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業（
ほ

場
整
備
事
業
）を
施
行
し
た
こ
と
に
伴

い
、
従
来
の
字
界
が
原
形
を
と
ど
め
な

く
な
っ
た
た
め
新
字
界
を
定
め
た
。

【
議
案
第
11
号
】  　

町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定

　
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

委 

員

 

と
て
も
良
い
事
業
だ
が
、
受

け
入
れ
に
際
し
、
対
象
の
乳
幼
児
等
が

な
じ
む
の
か
心
配
だ
。

執
行
部 

各
こ
ど
も
園
で
は
、
毎
年
入

園
の
際
に
環
境
変
化
に
対
し
て
不
安
を

持
つ
乳
幼
児
に
は
気
配
り
を
し
た
対
応

を
行
い
、
次
第
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
今
回
の
事
業
に
お
い
て
も
、
ま

ず
申
請
を
受
け
付
け
、
乳
幼
児
と
保
護

者
の
面
談
を
実
施
し
、
対
応
を
考
え
て

い
く
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
不
安
も

次
第
に
解
消
さ
れ
る
と
考
え
る
。

運
用
要
綱
・
規
程
・
予
算
・
人
員

委 

員

 

今
回
の
条
例
内
容
は
支
援
事

業
に
関
わ
る
事
業
者
側
の
設
備
と
運
営

に
関
す
る
内
容
だ
が
、
制
度
の
運
用
要

綱
や
規
程
は
ど
う
策
定
す
る
の
か
。
ま

た
、
想
定
さ
れ
る
予
算
の
計
上
や
人
員

の
配
置
は
ど
う
か
。

執
行
部 

想
定
さ
れ
る
利
用
人
数
や
利

用
時
間
の
設
定
等
は
、
３
月
の
定
例
議

会
で
お
示
し
す
る
。
費
用
は
月
10
時
間

ま
で
は
国
費
措
置
さ
れ
、
超
過
す
る
部

分
は
町
の
一
般
財
源
を
充
当
す
る
。
人

員
は
１
名
の
配
置
は
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
休
憩
時
の
交
代
要
員
等
に
も

配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
議
案
第
15
号
】  　

琴
南
町
民
プ
ー
ル
条
例
の
廃
止

　
琴
南
中
通
町
民
プ
ー
ル
と
琴
南
造
田

町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
気
温
の
異
常

な
上
昇
に
伴
う 

「
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
」 

や「
雷
注
意
報
」 

発
令
の
影
響
に
よ
り
、

一
般
開
放
で
き
な
い
日
が
多
い
状
態
が

続
い
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
開

放
を
取
り
止
め
る
こ
と
と
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

今
後
の
使
用

委 

員

 

今
後
の
プ
ー
ル
の
使
用
は
ど

う
す
る
の
か
。

執
行
部 

一
般
開
放
は
中
止
す
る
が
、

授
業
で
の
使
用
は
継
続
し
、
他
の
利
用

は
考
え
て
い
な
い
。

付
託
案
件

原
案

可
決

原
案

可
決

原
案

可
決

水泳の授業では使用します（造田）

原
案

可
決
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ご当地マンホール

すこやかで安心な生活を

【
議
案
第
19
号
】  　

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
案
）（
第
１
号
）

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
２
４
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

21
億
８
６
２
４
万
７
千
円
と
し
た
。

【
議
案
第
20
号
】  　

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
案
）（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
の
増
額
分
９
７
１
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
億
８
１
７
１
万
８
千
円
と
し
た
。 原

案
可
決

原
案

可
決

【
議
案
第
21
号
】  　

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
０
４
１
万
４
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

28
億
２
２
４
１
万
４
千
円
と
し
た
。
主

な
補
正
は
、
国
・
県
・
支
払
基
金
へ
の

返
還
金
の
増
額
１
億
１
４
６
８
万
４
千

円
で
あ
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

委 

員

 

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
金
が
大
幅
増
額
と
な
っ
た
要

因
は
な
に
か
。

執
行
部 

要
支
援
の
方
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
利
用
開
始
に
伴
い
発
生
し
た
も

の
で
、今
回
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

今
後
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
介
護
保
険

給
付
全
体
の
中
で
予
算
配
分
を
検
討
す

る
。

【
議
案
第
22
号
】 

町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
１
号
）

　

人
事
異
動
に
伴
う
総
経
費
の
増
額
、

支
払
い
利
息
と
企
業
債
取
り
扱
い
経

費
の
増
額
に
よ
り
、
収
益
的
支
出
を

２
１
８
万
８
千
円
増
額
し
た
。

　

企
業
債
償
還
金
の
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
資
本
的
支
出
を
１
２
９
４
万
９
千

円
増
額
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会原

案
可
決

原
案

可
決
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【
議
案
第
７
号
】  　

町
行
政
放
送
告
知
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
ま
ん
の
う
町
光
ネ
ッ
ト
の
加
入
に
関

し
て
、
町
外
に
住
所
又
は
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
者
が
、
町
内
で
事
業
を

実
施
す
る
施
設
等
に
受
信
設
備
を
設
置

可
能
と
す
る
た
め
に
加
入
資
格
に
関
す

る
規
定
を
改
正
し
た
。
ま
た
、
複
数
台

の
設
置
を
可
能
と
す
る
規
定
も
追
加
し

た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

対
象
の
事
業
者

委 

員

 

今
回
の
改
正
に
よ
り
対
象
と

な
る
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

執
行
部 

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
の
終
了
に
伴

い
、町
内
に
工
場
を
有
す
る
食
品
製
造

会
社
か
ら
、ま
ん
の
う
町
光
ネ
ッ
ト
へ

の
加
入
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て

総
務
常
任
委
員
会

い
る
。ま
た
、太
陽
光
発
電
設
備
の
監
視

体
制
へ
の
利
用
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

【
議
案
第
16
号
】  　

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

策
定

　

現
行
計
画
が
令
和
８
年
３
月
31
日
で

期
間
満
了
と
な
る
た
め
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
新
た
な
計
画
を
策
定
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

委 

員

 

現
在
、３
台（
仲
南
支
所
２・

健
康
増
進
課
１
）の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
あ

り
、老
朽
化
に
よ
る
更
新
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、今
回
の
計
画
で
は

何
台
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

執
行
部 

仲
南
支
所
の
２
台
は
廃
車
を

予
定
し
て
い
る
。今
後
の
購
入
台
数
は
、

関
係
課
な
ど
で
協
議
を
す
る
。
ま
た
、

購
入
に
際
し
て
過
疎
債
を
活
用
す
る
べ

く
計
画
に
組
み
込
ん
だ
。

宅
地
開
発

委 

員

 

本
計
画
に
、
住
宅
施
策
と
し

て
良
好
な
宅
地
開
発
の
促
進
を
項
目
と

し
て
追
加
で
き
な
い
か
。

執
行
部 

町
が
宅
地
の
開
発
・
提
供
す

る
政
策
は
、
旧
町
時
代
の
段
階
で
一
定

の
役
割
を
終
え
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
民
間
の
活
力
に
よ
る
住
宅

開
発
を
期
待
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
立
場
を
と
る
。

期
間
中
の
計
画
変
更

委 

員

 

本
計
画
は
５
ヵ
年
計
画
で
あ

る
が
、
住
民
ニ
ー
ズ
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
期
間
途
中
で
計
画
変
更
を

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
場
合
、
議
会
の
承
認
・
議
決
の
取
り

扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

執
行
部 

県
と
の
協
議
が
必
要
と
な
る

が
、
計
画
変
更
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の

際
に
は
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
な
る
。

【
議
案
第
18
号
】  　

町
一
般
会
計
補
正
予
算(

案)

（
第
２
号
）

　
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
給
付

費（
子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
）、
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
、
学
校
給
食
の

材
料
費
の
増
額
な
ど
の
た
め
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
８
０
５
万
１
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
１
３
３
億
７
４
０
７
万
５
千
円
と
し

た
。

長年活用したマイクロバス

原
案

可
決

原
案

可
決
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いただきまーす  ぱくっ！

増加する老朽空き家

執
行
部 

現
時
点
で
は
、
新
た
な
事
業

は
考
え
て
お
ら
ず
、
企
業
誘
致
に
係
る

費
用
に
充
当
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。会

計
年
度
任
用
職
員

委 

員

 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
会
計
年

度
任
用
職
員
に
対
す
る
影
響
や
待
遇
面

で
の
改
善
は
あ
る
の
か
。
会
計
年
度

任
用
職
員
も
一
般
職
員
と
同
じ
町
行
政

を
担
う
一
員
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ

る
よ
う
に
適
切
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

執
行
部 

期
末
・
勤
勉
手
当
に
お
い

て
、
一
般
職
員
と
同
様
に
０・
０
５
月

分
の
増
額
と
な
る
が
、
給
与
の
４
月
遡

及
は
仲
多
度
郡
内
の
他
町
と
同
様
に
実

施
し
な
い
。

執
行
部 

県
に
対
し
て
本
町
の
重
点
事

項
と
し
て
要
望
す
る
。

《
総
務
常
任
委
員
会
関
係
》

合
併
特
例
債
の
減
額

委 

員

 
歳
入
に
お
い
て
合
併
特
例
債

が
３
０
４
０
万
円
減
額
さ
れ
、
発
行

額
に
余
裕
が
で
き
た
が
、
今
後
、
新

た
な
充
当
事
業
を
考
え
て
い
る
の
か
。

執
行
部 

給
食
材
料
の
価
格
が
現
在
高

止
ま
り
し
て
お
り
、
今
後
の
更
な
る
値

上
が
り
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
予

算
を
増
額
計
上
し
た
。
参
考
と
し
て
、

県
学
校
給
食
会
の
通
知
で
は
、
１
キ

ロ
当
た
り
の
米
価
が
４
６
９
円
か
ら
11 

月
よ
り
６
４
５
円
へ
と
約
１・
３
倍
に

値
上
が
り
し
て
い
る
が
、
本
町
で
は
、

地
元
生
産
者
の
協
力
に
よ
り
、
年
度
当

初
の
単
価
の
ま
ま
で
納
入
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

材
料
費
が
上
昇
し
て
も
、
給
食
の
質
や

量
は
維
持
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

る
。

《
建
設
経
済
常
任
委
員
会
関
係
》

危
険
空
き
家
と
耕
作
放
棄
地

委 

員

 

老
朽
空
き
家
除
去
支
援
事
業

費
を
増
額
し
て
い
る
が
、
危
険
空
き
家

問
題
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、
町
か

ら
国
や
県
に
対
し
て
要
望
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
も
課
題
で
あ
り
、
併
せ
て
要
望
し
て

ほ
し
い
。

　

事
前
に
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
部
分
の
質
疑
を
行
い
、

執
行
部
の
説
明
を
了
解
し
た
旨
、
総
務

常
任
委
員
会
に
報
告
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

《
教
育
民
生
常
任
委
員
会
関
係
》

学
校
給
食
の
材
料
費

委 

員

 

学
校
・
こ
ど
も
園
の
給
食
材

料
費
が
増
額
し
て
い
る
が
、
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
給
食
の
質
の
低

下
の
懸
念
は
な
い
の
か
。

原
案

可
決
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委員会報告 委員会報告

町議会は、町民の皆さんの意思を行政に反映させる機関です。
会議当日、受付で手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。
受付は、町役場４階議会事務局窓口で行います。
お気軽にお越しください。

詳しくは議会事務局へ  ☎0877-73-0109

町議会を傍聴してみよう

12月定例会　
傍聴合計人数　12名

傍聴にお越しいただきありがとうございます。
会議日程は、ホームページ、

告知放送でお知らせしています。

次回の定例会は
３月に開催予定です。

四国地区町村議会議長会

自治功労者表彰を受賞

白川　正樹  議員

表
彰
状
を

け
が
さ
な
い
よ
う

頑
張
り
ま
す

議場の後方に傍聴席があります
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委員会報告 委員会報告

整備が進む駐車場

令和６年の参加の様子

●
戦
没
者
追
悼
式

今
後
の
中
学
生
参
加
は

【
委
員
】
ま
ん
の
う
町
戦
没
者

追
悼
式
に
今
後
中
学
生
の
参
加

は
あ
る
の
か
。
ぜ
ひ
参
加
を
望

み
た
い
。

【
福
祉
保
険
課
長
】 

来
年
も
今

年
同
様
、
準
備
の
手
伝
い
等
を

継
続
の
予
定
で
あ
る
。
中
学
生

の
参
加
は
有
意
義
で
あ
る
た
め
、

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
行
事

予
定
と
早
期
に
調
整
し
、
参
加

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
舗
装
面
積

は
４
０
０
０
㎡
で
、
今
年
度
は

２
０
０
０
㎡
を
計
画
し
て
い
た

が
、
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
約
３

分
の
２
ま
で
行
う
予
定
で
あ
り
、

令
和
８
年
度
に
は
、
県
と
協
議

し
、
残
り
の
駐
車
場
１

列
分
の
舗
装
等
を
予
定

し
て
い
る
。

●
複
式
学
級
の
状
況

複
式
学
級
の

　
　

  

実
施
状
況

【
委
員
】 

琴
南
小
学
校
の

学
級
数
６
の
う
ち
、
複

式
学
級
は
あ
る
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
通

常
学
級
が
５
、
特
別
支

援
学
級
が
１
で
、
複
式

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

現
状
は
３
年
生
が
６

名
、
４
年
生
が
４
名
で

複
式
学
級
の
基
準
16
名

未
満
の
た
め
複
式
学
級

と
し
て
い
る
。
５・
６

年
生
も
未
達
だ
が
県
の

複
式
解
消
加
配
１
名
に

よ
り
複
式
に
至
っ
て
い

な
い
。

●
四
条
公
民
館
駐
車
場
整
備

進
捗
状
況
と
完
成
時
期
は

【
委
員
】 

四
条
公
民
館
の
駐
車
場

整
備
の
進
捗
状
況
と
完
成
時
期

は
い
つ
頃
か
。

●
若
者
サ
ポ
ス
テ

事
業
内
容
と
成
果
は

【
委
員
】
就
労
相
談
と
あ
る
が

ど
ん
な
事
業
な
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】
何
ら
か
の

障
が
い
を
持
つ
方
の
就
労
相
談

で
、
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
提
携
し
て
い
る
事
業
所
等
に

就
労
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
る
。

マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
状
況
の

中
で
、
令
和
５
年
度
が
相
談
16

件
に
対
し
就
労
が
２
件
、
令
和

６
年
度
で
は
、
相
談
37
件
に
対

し
就
労
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

●
健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

利
用
実
績
は
ど
う
か

【
委
員
】 

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ

ク
の
町
内
住
民
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
健
康
診
査

は
、
同
一
人
の
複
数
回
受
診
を

含
む
た
め
、
単
純
比
較
は
難
し

い
が
、
各
実
績
は
、
他
町
と
比

べ
て
高
い
水
準
で
あ
る
。

●
介
護
保
険
事
業

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

　
　
　
　
　
訪
問
件
数

【
委
員
】
介
護
保
険
事
業
の
各

訪
問
事
業
に
お
け
る
件
数
が
減

少
し
て
い
る
が
要
因
は
何
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
訪
問
件
数
の
減
少

は
、外
部
委
託
へ
の
シ
フ
ト
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。独
居
高
齢

者
世
帯
の
６
月・
７
月
の
訪
問

件
数
の
増
加
は
、エ
ア
コ
ン
設

置
状
況
に
応
じ
た
酷
暑
時
に
お

け
る
健
康
状
態
の
確
認
訪
問
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

【
委
員
】 

訪
問
事
業
の
外
部
委

託
に
お
け
る
、情
報
の
収
集・
共

有・対
応
の
懸
念
は
な
い
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】委
託
後
は

大
き
な
変
化
が
な
け
れ
ば
特
に

連
絡
は
受
け
な
い
が
、ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
連
絡
会
等
で
、相

互
に
情
報
共
有
し
、知
見
の
蓄

積
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
を

図
っ
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会  

報
告
報
告
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委員会報告 委員会報告

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

●
現
地
調
査

　

仲
南
振
興
公
社
が
指
定
管
理

者
で
あ
る
、
塩
入
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
塩
入
温
泉
）
塩
入

ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
、
塩
入
ふ
る

さ
と
研
修
館
、
塩
入
健
康
セ
ン

タ
ー
、
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
、
仲
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー
、

二
宮
飛
行
館
の
7
施
設
を
現
地

視
察
し
た
。

●
道
路
白
線

安
心
安
全
な
道

【
委
員
】
県
道
・
町
道
等
の
道

路
の
白
線
や
横
断
歩
道
の
線
が

消
え
か
け
て
お
り
、
非
常
に
危

険
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、
早
急

に
対
応
で
き
な
い
か
。

●
地
籍
調
査

予
定
通
り
に

【
委
員
】
地
籍
調
査
事
業
の
現

地
調
査
は
、
計
画
ど
お
り
令
和

10
年
で
調
査
完
了
と
な
る
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
現
在
の
計

画
で
は
、
令
和
10
年
の
完
了
を

予
定
し
て
い
る
。

         
●
新
規
営
農

農
業
活
性
化

【
委
員
】
9
月
29
日
の

農
業
相
談
に
お
い
て
、

新
規
就
農
に
関
す
る
企

業
参
入
の
相
談
と
あ
る

が
、
ど
の
程
度
、
話
が

進
ん
で
い
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
米
の
販

売
価
格
の
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
飲
食
店

か
ら
、
町
内
で
お
米
を

作
り
た
い
、
土
地
を
借

り
た
い
と
の
相
談
が
あ

り
、
現
在
は
候
補
地
を

探
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
危
険
箇

所
に
関
し
て
は
、
警
察
や
県
な

ど
の
管
理
者
に
要
望
し
、
町
道

に
お
い
て
は
随
時
対
応
し
て
い

る
。

●
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル

販
売
低
迷

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
プ
レ
ミ
ア
ム

オ
イ
ル
の
売
れ
行
き
が
悪
い
の

は
、
商
品
の
知
名
度
が
低
い
こ

と
が
要
因
で
は
な
い
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
販
売
に
鋭
意

努
力
は
し
て
い
る
が
、
伸
び
悩

ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
よ

う
、
ひ
ま
わ
り
振
興
協
議
会
に

伝
え
る
。

塩入温泉ボイラー室

消えかかった道路標示
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委員会報告 委員会報告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

報
告
報
告

●
消
防
団

外
国
人
も
加
入
可
能

【
委
員
】
消
防
団
組
織
概
要
調

査
の
項
目
に「
外
国
人
団
員
数
」

れ
て
い
る
。
生
活
者
に
と
っ
て
は

価
格
低
下
で
望
ま
し
い
が
、
そ

の
他
関
連
税
制
の
改
正
に
よ
る

本
町
の
歳
入
へ
の
影
響
は
ど
の

程
度
な
の
か
。

【
総
務
課
長
】
揮
発
油
譲
与
税
の

減
収
見
込
み
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
調
査
の
う
え
報
告
す
る
。

●
琴
南・仲
南
支
所

今
後
の
支
所
の
あ
り
方

【
委
員
】
支
所
の
窓
口
業
務
の
受

付
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
抵
抗
の
少
な
い

世
代
の
増
加
に
よ
り
、
こ
の
傾

向
は
続
く
可
能
性
が
高
く
、
将

来
的
に
支
所
の
窓
口
機
能
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
が
く
る

か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
支
所

の
あ
り
方
を
、
役
場
全
体
で
検

討
し
て
ほ
し
い
。

【
総
務
課
長
】
す
べ
て
の
住
民
が

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
美
合
出
張
所
も
含
め
、
琴

南
・
仲
南
の
両
支
所
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
役

場
全
体
で
検
討
す
る
。

●
職
員
採
用

６
名
に
合
格
通
知

【
委
員
】
職
員
採
用
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
９
月
に
２
次
試

験
を
行
い
、
行
政
職
３
名
、
保

育
士
３
名
の
計
６
名
に
合
格
通

知
を
出
し
た
。
ま
た
、
社
会
福

祉
士
の
経
験
者
枠
１
名
の
採
用

試
験
を
行
っ
て
い
る
。

●
国
勢
調
査

回
収
率
は
約
８
割

【
委
員
】
国
勢
調
査
の
回
収
率
や

調
査
員
の
状
況
等
、
動
向
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
企
画
政
策
課
長
】回
収
率
は

79・１
％
で
、内
訳
は
ネ
ッ
ト

38・
2
％
、郵
送
40・
９
％
と

な
っ
た
。調
査
員
は
、町
職
員
90

人
、民
間
８
人
、施
設
７
ヶ
所
で

あ
る
。ま
た
、指
導
員
と
し
て
、

町
職
員
２
人
、民
間
16
人
が
従

事
し
た
。

●
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
廃
止

歳
入
へ
の
影
響

【
委
員
】
国
に
お
い
て
、
ガ
ソ
リ

ン
暫
定
税
率
の
廃
止
が
議
論
さ

と
い
う
区
分
が
あ
る
が
、
外
国

人
も
加
入
で
き
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
加
入
は
可
能
で

あ
る
。

●
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
者
を
増
や
そ
う

【
委
員
】
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
地
域

設
定
を
活
用
し
、
ご
み
収
集
日

の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
取

り
組
み
は
登
録
者
が
少
な
け
れ

ば
効
果
が
薄
い
。
登
録
者
を
増

や
す
手
立
て
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

【
企
画
政
策
課
長
】
登
録
者
増
を

狙
い
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者

向
け
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
所
持
者
が
増

え
て
い
る
た
め
、
回
覧
後
も
情

報
が
残
る
電
子
回
覧
板
の
研
究

を
進
め
て
い
る
。
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友だち
募集中だよ！
よろしくね！

町公
式LINEの町公
式LINEの

登録
はこちらから！登録
はこちらから！



もっと身近な議会に！

　ご参加いただきました住民の皆様と子育て・
防災・農林業・若者定住・自治会・町財政等につ
いて、活発な意見交換を行うことができました。
議会報告会(意見交換会)の内容につきまして、
一部ですがお伝えをいたします。皆様からいた
だきました貴重なご意見
等は全議員で共有し、今後
の議会活動にいかしていき
たいと思います。議会報告
会にお越しくださいました
住民の皆様、本当にありが
とうございました。

町内には、発達障がい児の
特性に配慮された遊び場がない。

ご要望は、議会より執行部にお伝えしました。

発達障がい児支援

【議員】ノーマライゼーションの考えのもと、
障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の中
で安心して暮らし続けられるまちづくりが求めら
れています。障がいのある子どもが周囲に気
兼ねすることなく過ごし、遊べる場所を地域の
中に確保していく事は大切なことだと思います。

今回の議会報告会では、意見交換のテーマ
を設定しての開催だったが、そのことの知ら
せがなかった。事前に知らせてほしかった。

議会報告会

【議員】事前の周知が充分でなかった点については反
省すべき点であると受け止めています。今後は取り上げる
テーマについても事前にお知らせをし、住民の皆様が意
見を述べやすい形で開催できるよう改善していきたいと
思います。

町内に民間のリサイクル
センターが１カ所できた
のは評価するが、もっと
他にもできないのか。

資源ごみの回収

【議員】今後、町内にあと２カ所
できるよう計画が進められている
と聞いています。

・投資に対しての効果はあるのか。
・今日の話を聞くと必要な経費の面でも、
効果の面でも納得できる良い取り組みだ
と思う。これまでに候補地となった住民
に対しても、もっと熱意ある説明があれ
ば納得できたのではないかと思う。
・木材を搬出するための道路整備も必要
だと思う。町外からは木材が多く届くが、
町内から届かないのでは企業誘致の意
味がない。

製材所誘致

【議員】この事業は補助金を活用するととも
に、有利な起債を用いての官民連携の事
業です。企業の誘致場所は町内外からの
木材搬入に適した立地です。既に阿讃山
脈の中腹の財田から塩江までの道も整備
されていることから、そのルートを活用した
木材搬入が行われることになると思います。

・空き家を利用して、町外か
らの移住者の受け入れに
も力を入れていくべきでは
ないか。
・若い世代ばかりではなく、
退職後の世代の移住も良
いのではないかと思う。
・町の空き家対策はどうする
のか。

空き家対策

【議員】本町では、空き家対策専従の「地域おこし協力
隊員」を１名雇用しています。空き家バンクの登録に力を
入れており、いくつかの物件で手続きが進んでいる状況
です。２拠点生活という新しい暮らし方も広がっている
中、本町でもそのような形での移住・定住を進めていくこ
とも必要ではないかと思います。

・赤字だが社員は努力しているのか。・ふれあ
いロッジをもっと活用できないか。・塩入温泉は
今後どうするのか。　・塩入温泉はもっと町内利
用者が増えるような工夫をしたうえで存続してほし
い。・仲南特産品センターは税金で補填している
のは承知しているし、赤字のままで良いとは思わな
いが、なくなれば生産者の販売先がなくなる。改
善策を模索し存続できるようしてほしい。

仲南振興公社

【議員】仲南振興公社が運営する各施設
につきましては、現在経営診断を含めた課
題の整理が行われております。その結果を
踏まえ町から議会に対し、各施設を今後ど
のようにしていくかについて、12月に一定の
方向性が示されることになっています。

・赤字だが社員は努力しているのか。
・ふれあいロッジをもっと活用できないか。
・塩入温泉は今後どうするのか。
・塩入温泉はもっと町内利用者が増えるよ
うな工夫をしたうえで存続してほしい。
・仲南特産品センターは税金で補填してい
るのは承知しているし、赤字のままで良い
とは思わないが、なくなれば生産者の販
売先がなくなる。改善策を模索し存続で
きるようしてほしい。

　11月 18 日（火）・19日（水）町内
４会場におきまして、44名の住民の
皆様にご参加いただき、議会報告会
（意見交換会）を開催しました。

琴南公民館

仲南公民館

役場本庁

＊議会報告会(意見交換会)の内容は、町ホームページに掲載予定です。
　各公民館には、冊子にしてお届けさせていただいく予定です。

議会報告会議会報告会

スポーツセンターまんのう
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もっと身近な議会に！

　ご参加いただきました住民の皆様と子育て・
防災・農林業・若者定住・自治会・町財政等につ
いて、活発な意見交換を行うことができました。
議会報告会(意見交換会)の内容につきまして、
一部ですがお伝えをいたします。皆様からいた
だきました貴重なご意見
等は全議員で共有し、今後
の議会活動にいかしていき
たいと思います。議会報告
会にお越しくださいました
住民の皆様、本当にありが
とうございました。

町内には、発達障がい児の
特性に配慮された遊び場がない。

ご要望は、議会より執行部にお伝えしました。

発達障がい児支援

【議員】ノーマライゼーションの考えのもと、
障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の中
で安心して暮らし続けられるまちづくりが求めら
れています。障がいのある子どもが周囲に気
兼ねすることなく過ごし、遊べる場所を地域の
中に確保していく事は大切なことだと思います。

今回の議会報告会では、意見交換のテーマ
を設定しての開催だったが、そのことの知ら
せがなかった。事前に知らせてほしかった。

議会報告会

【議員】事前の周知が充分でなかった点については反
省すべき点であると受け止めています。今後は取り上げる
テーマについても事前にお知らせをし、住民の皆様が意
見を述べやすい形で開催できるよう改善していきたいと
思います。

町内に民間のリサイクル
センターが１カ所できた
のは評価するが、もっと
他にもできないのか。

資源ごみの回収

【議員】今後、町内にあと２カ所
できるよう計画が進められている
と聞いています。

・投資に対しての効果はあるのか。
・今日の話を聞くと必要な経費の面でも、
効果の面でも納得できる良い取り組みだ
と思う。これまでに候補地となった住民
に対しても、もっと熱意ある説明があれ
ば納得できたのではないかと思う。
・木材を搬出するための道路整備も必要
だと思う。町外からは木材が多く届くが、
町内から届かないのでは企業誘致の意
味がない。

製材所誘致

【議員】この事業は補助金を活用するととも
に、有利な起債を用いての官民連携の事
業です。企業の誘致場所は町内外からの
木材搬入に適した立地です。既に阿讃山
脈の中腹の財田から塩江までの道も整備
されていることから、そのルートを活用した
木材搬入が行われることになると思います。

・空き家を利用して、町外か
らの移住者の受け入れに
も力を入れていくべきでは
ないか。
・若い世代ばかりではなく、
退職後の世代の移住も良
いのではないかと思う。
・町の空き家対策はどうする
のか。

空き家対策

【議員】本町では、空き家対策専従の「地域おこし協力
隊員」を１名雇用しています。空き家バンクの登録に力を
入れており、いくつかの物件で手続きが進んでいる状況
です。２拠点生活という新しい暮らし方も広がっている
中、本町でもそのような形での移住・定住を進めていくこ
とも必要ではないかと思います。

・赤字だが社員は努力しているのか。・ふれあ
いロッジをもっと活用できないか。・塩入温泉は
今後どうするのか。　・塩入温泉はもっと町内利
用者が増えるような工夫をしたうえで存続してほし
い。・仲南特産品センターは税金で補填している
のは承知しているし、赤字のままで良いとは思わな
いが、なくなれば生産者の販売先がなくなる。改
善策を模索し存続できるようしてほしい。

仲南振興公社

【議員】仲南振興公社が運営する各施設
につきましては、現在経営診断を含めた課
題の整理が行われております。その結果を
踏まえ町から議会に対し、各施設を今後ど
のようにしていくかについて、12月に一定の
方向性が示されることになっています。

・赤字だが社員は努力しているのか。
・ふれあいロッジをもっと活用できないか。
・塩入温泉は今後どうするのか。
・塩入温泉はもっと町内利用者が増えるよ
うな工夫をしたうえで存続してほしい。
・仲南特産品センターは税金で補填してい
るのは承知しているし、赤字のままで良い
とは思わないが、なくなれば生産者の販
売先がなくなる。改善策を模索し存続で
きるようしてほしい。

　11月 18 日（火）・19日（水）町内
４会場におきまして、44名の住民の
皆様にご参加いただき、議会報告会
（意見交換会）を開催しました。

琴南公民館

仲南公民館

役場本庁

＊議会報告会(意見交換会)の内容は、町ホームページに掲載予定です。
　各公民館には、冊子にしてお届けさせていただいく予定です。

議会報告会議会報告会

スポーツセンターまんのう
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委員会研修報告 委員会研修報告

教育民生
常任委員会地域の活力を守る元気な小学校

文化財保存活用地域計画の先進地へ

令和７年１１月１１日（火）　岡山県　真庭市立中
ちゅうか
和小学校

令和７年１１月１２日（水）　　島根県津和野町

　蒜山の中山間地域にある全校児童12名

の複式コミュニティー小学校である。地域

の活力を守るために、小学校を残

すことからスタートした。地域住

民と移住者と児童がともに生活

し、成長していく様子を拝見し、

視察団全員がとても元気をもらっ

た。まんのう町がこれから取り組

む「学校の適正配置」を考える場合

に、学校が児童と地域を守り育て

ることの大切さを認識できた。有

意義な内容が詰まった視察となり、

　山間の小さな盆地に広がる町並みは小京

都の代表格として知られ、「重要伝統的建造

物群保存地区」に指定され、鷺
さぎまい

舞は2022年に 

委員５名全員が目からうろこで大満足の体

験だった。

「風
ふりゅうおどり

流踊」の１つとしてユネスコ無形文化遺

産に指定された。津和野町文化財保存活用地

域計画は、津和野町歴史文化基本構想を検証

し、発展的に今後10年間の津

和野町における文化財の保存・

活用に関する基本計画である

とともに、実効性のある行動計

画としており、まんのう町がこ

れから取り組む「文化財保存活

用地域計画」策定において非常

に参考となる体験談を聴いた。

複式学級での活発な活動資料の視察

重要伝統的建造物内で活用計画の説明を受けた
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委員会研修報告 委員会研修報告

建設経済
常任委員会職住近接の企業誘致

林業・木材業の現状と活性化　　

令和７年11月５日（水）　和歌山県橋本市

令和７年11月６日（木）　奈良県川上村　　

　橋本市は、大阪府のベッドタウンとして発
展してきて製造業等の雇用の場が少なく若
者などの流出を招いていた。そこで平成17
年度より若者の雇用機会の確保及び税収確
保のため企業誘致を積極的に進め『職住近
接のまちづくり』を展開して行き企業誘致施
策開始当初は、市内には大規模な工業団地
はなく土地開発公社が先行取得した用地等
を企業へ紹介していた。
　そこで、市内に工業団地を整備するため、
積極的に企業誘致を進めている和歌山県と
共に、大規模未利用地を所有していたUR
都市機構に働きかけ、三者で協議を進め、
平成19年度より本市北東部に企業団地を造
成することになった。また、橋本市では奨
励金制度や税優遇制度の整備やワンストップ
サービス、雇用対策などを支援策として取り
組み、今では誘致企業数57社、従業員数

　川上村は、村の面積26.926haのうち森林
面積が25.612haと、村域の約95％を森林が
占める人口1156人の小さな村である。しか
し、約500年の歴史を有する日本三大人工美
林の一つとして知られ、独自の高度な林業技
術と制度により、良質な森林資源を守り育て
てきた。
　視察では、山づくりの特徴として、
◦密植（1m間隔で8,000〜10,000本を植栽
　し、競争によって真っ直ぐに育てる）
◦多間伐（何度も間伐を繰り返し、高密度を
　保ちながら年輪の細かい良材に育成）
◦長伐期（100年から200年という高齢材を
　育てる）
という伝統技術について説明を受けた。
　また、山林所有者の約9割が村外に居住し

1981人で（地元雇用1114名、正社員738
名、 非正社員376名）（市街雇用867名、
正社員757名、非正社員110名）外国人雇
用者数145名、にまでに大きく成長を遂げ
た。まんのう町としても、このような企業誘
致施策事業としての取り組み方、自社から
の訪問や支援策などを目標に真剣に検討し、
取り組み方を考えなければならない。

ている中、村民が「山守」として山林管理を担
う制度が、森林の持続的な維持に大きな役割
を果たしていることも確認した。
　さらに、一般社団法人「吉野かわかみ社
中」の設立経緯や、川上から川下までをつな
ぐサプライチェーンの構築、環境・経済・社会
の調和を目指すサステナビリティ（持続可能
性）への取り組みについて説明を受けた。
　しかし、さまざまな制度を整えている一方
で、人材確保や後継者不足が最大の課題で
あるとのことであった。
　本町においても、森林資源の保全と活用を
両立させるため、専門人材の育成と確保など
の担い手対策、持続可能な森林経営に向けた
取り組みを一層強化していく必要があると感
じた。

活かされる
間伐材
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一般質問 一般質問委員会研修報告 委員会研修報告

総  務
常任委員会

　　

住民参加でまちを動かす

　未来につなぐ吉野町の挑戦

令和7年11月5日（水）　和歌山県かつらぎ町

　令和7年11月6日（木）　　奈良県吉野町

　かつらぎ町では、住民参加によるまちづく
りと、議会の見える化に積極的に取り組んで
いる。
　1つ目は、無作為抽出した住民から参加
者を募り、町の課題を「自分ごと」として考
えてもらう場として「自分ごと化会議」であ
る。令和4年度・5年度は「事業仕分け」、6
年度は「住民協議会」として実施され、都市
計画マスタープランの策定に向け、公共交
通や公園など身近なテーマについて話し合
いが行われている。また、参加者同士のつな
がりが生まれたり、参加後に自治会役員に
立候補したり、地域活動への広がりも見られ
るとのこと。
　2つ目は、平成29年から実施され、公募と
団体推薦による住民が議会の本会議や委
員会を傍聴し、意見や感想を議会に届ける
「議会モニター制度」である。モニターから

　吉野町では、デジタル化の推進と次代を担
う子どもたちの参画を通じて、持続可能なま
ちづくりと、町政への関心醸成に取り組んで
いる。
　1つ目は、令和４年９月に制定された「吉野
町デジタル変革条例」に基づく取り組みであ
る。人口減少と少子高齢化が進む中、職員が
事業を検討・実施する際にデジタル活用を選
択肢の一つとして意識するようになり、特に
若手職員の意識変化が進んでいる。
　また、地域住民を「スマホDX認定講師」と
して育成し、最高齢77歳の講師が同世代目
線で支援することで、参加者の苦手意識の
軽減や学び合いの場の創出につながってい
る。さらに、郵便局3か所に証明書交付端末
を設置し、窓口から遠い地域の住民サービ
ス維持にも役立てているが、今後の更新費

は「議員がここまで熱心に活動しているとは
思わなかった」といった声もあり、議会への
理解促進につながっている。また、実際にモ
ニター経験者から議員になった方もいる。
　視察を通じて、住民が行政や議会に直接
関わり、知り、考える仕組みが、まちづくりの
担い手を育て、議会への信頼を高めている
と感じた。本町においても、議会活動をより
身近に感じてもらえる工夫を重ねていく必
要性をあらためて認識する機会となった。
　また、かつらぎ町議会の「議会だより」は、
コンクールにて全国5位となっている。本町
議会としても住
民のみなさんに
読んでもらえる
「議会だより」
となるよう研鑽
に努めたい。

用の財源確保が課題とのこと。
　2つ目は、令和5年度から実施されている
「こども議会」である。小学6年生全員を対
象に授業の一環として行われ、町の総合計画
を基にテーマを選び、提案や質問を発表して
いる。そこから、町内割引クーポンや吉野山
ライトアップ、金峯山寺の夜間拝観など、実
際の施策につながった提案もあり、子どもた
ちの達成感や町への関心を高めている。
　視察を通じて、デジタル化と子どもの参
画という2つの取り組みが、町政への関心を
高め、将来の担い手を育てる好循環を生ん
でいると感じた。また、吉野町議会では本会
議・委員会ともにケーブルテレビで中継され
ており、議会の見える化が進められている。
本町においても、開かれた議会の実現に向
け、映像配信の必要性を改めて認識した。
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一般質問 一般質問

一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！議員が町の考えを問う！

12月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。議員情報等は、まんのう町ホームページ（議会情報 
https://www.town.manno.lg.jp/chosei/gikai/）に掲載していますので、ご覧ください。

一般質問は、議員が町政全般について
現状や方針を問うものです。

これに対し、町は今後の事業の進め方や
問題解決のための考え方を答えます。

鈴木　崇容 ○特定地域づくり事業協同組合制度の活用 20p

川西　米希子 ○子宮頸がん検診 20p

石﨑　保彦 ○町長の来期町政への取り組み 21p

竹林　昌秀

○「文化財保存活用地域計画」を地域振興として、活性化と誇りを
　養い、人々を結びつけるために、また交流人口の拡充のために　
　策定できるか。
○国民健康保険と後期高齢者医療の本町分の運用実績を問う、
　一人当たりの医療費の経年変化と県下での位置を問う。
○本町は「元気満々まんのう町」と言えるだろうか。この達成度合
　いをどう評価しているのか。

21p

松下  一美 ○遅れているインフラ整備 22p

常包　恵
○令和8年度予算編成の基本方針と執行体制
○林業従事者・林業事業者への支援
○女性活躍の推進

22p

真鍋　泰二郎 ○高齢者の運転免許返納と更新 23p

白川　正樹 ○出産祝い金 23p

町議会
ホームページ
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

町内事業者の支え

子宮頸がん検診

答
地域課題解決の
　新たな手法、設立支援は

県内実施をしている団体に聞き取りをする

問

鈴
す ず き

木 崇
たかひろ

容
議員

国費助成等の
活用を早急に

立
を
、ど
の
よ
う
に
考
え
、雇

用
拡
大
に
繋
が
る
支
援
を
す

る
の
か
伺
う
。

町
長　
本
町
と
し
て
は
、補
助

金
を
交
付
す
る
た
め
要
綱
を

制
定
す
る
と
共
に
、予
算
確

保
を
考
え
、県
内
で
実
施
し

て
い
る
団
体
に
聞
き
取
り
を

行
い
、設
置
手
続
き
な
ど
は
、

県
の
地
域
活
力
推
進
課
に

相
談
す
る
。ま
た
初
め
て
の

ケ
ー
ス
と
な
る
の
で
、香
川

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と

も
相
談
し
、実
施
可
能
な
補

助
制
度
の
創
設
を
進
め
支
援

を
し
て
い
く
。

※
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
…
季
節
や
時
間

に
応
じ
て
複
数
の
仕
事
や
事
業

に
従
事
す
る
新
し
い
働
き
方

鈴
木　
総
務
省
が
推
進
す
る
、

『
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
制
度
』と
は
、人
口
急

減
地
域
の
、域
内
事
業
者
を

助
け
る
制
度
で
あ
り
、国
費

助
成
や
特
別
交
付
税
や
町
助

成
を
活
用
し
た
、4
者
以
上

の
事
業
者
が
共
同
で
設
立
す

る
も
の
で
、繫
忙
期
の
人
手

不
足
を
マ※

ル
チ
ワ
ー
ク
な
ど

で
補
い
、安
定
的
な
雇
用
を

創
出
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

人
口
急
減
地
域
で
あ
る
本
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

や
建
設
業・
土
木
業・
飲
食

業・
食
品
加
工
業
な
ど
、雇
用

創
出
や
移
住
定
住
に
繋
げ
る

地
域
課
題
解
決
の
新
た
な
手

法
と
し
て
、こ
の
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
設

現段階では考えていない

「HPV検査単独法」を
　　 導入する予定はあるか答

問

川
西　
本
町
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
、2
年
に
1
度
の「
細

胞
診
検
査
」を
実
施
し
て
い

る
。

　
国
は
、令
和
6
年
4
月
か
ら

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
」の
導

入
を
可
能
と
し
た
が
、実
施
体

制
や
追
跡
管
理
な
ど
自
治
体

ご
と
の
整
備
が
前
提
で
あ
る
。

専
門
家
の
間
で
も
意
見
が
分

か
れ
、現
段
階
で
は
時
期
尚
早

で
、本
当
に
従
来
以
上
に
命
を

守
れ
る
の
か
と
の
懸
念
の
声

も
あ
る
。本
町
の
見
解
を
伺

う
。「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
」を

導
入
す
る
予
定
の
無
い
理
由

は
。

町
長　
現
段
階
で
は
体
制
の

整
備
や
県
、医
師
会
、検
査
機

関
関
係
者
の
理
解
や
協
力
が

得
ら
れ
て
い
な
い
た
め「
Ｈ
Ｐ

Ｖ
検
査
単
独
法
」の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

川
西　
本
町
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
率・子
宮
頸
が

ん
検
診
受
診
率
を
踏
ま
え
、Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
の
導
入
が

住
民
の
命
や
健
康
に
与
え
る

影
響
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。

町
長　
先
行
自
治
体
の
デ
ー

タ
の
蓄
積
も
十
分
で
は
な
く

メ
リ
ッ
ト・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
双

方
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、現
時

点
で
評
価
す
る
事
は
困
難
で

あ
る
。

川
西　
県
の
医
師
会
等
か
ら

の
見
解
を
ど
の
よ
う
に
方
針

へ
反
映
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
本
町
と
し
て
は
、県
に

広
域
的
な
関
係
機
関
と
の
協

議
の
場
の
設
置
検
討
を
依
頼

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。ま
た

県
で
は「
が
ん
対
策
推
進
協
議

会
の
子
宮
頸
が
ん
部
会
」に
お

い
て
、今
後
の
方
針
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

川
西　
集
団
検
診
会
場
の
30

歳
代
の
希
望
者
に
限
ら
ず
、10

歳
刻
み
で
対
象
年
齢
を
設
定

し「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」と「
細
胞
診

検
査
」の
併
用
検
査
も
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

「命を守る」を　
　　最優先に

川
か わ に し

西 米
ま き こ

希子
議員
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

来期町政の取り組み

里神楽と太鼓台

竹
林　
地
域
の
活
性
化
や
交

流
人
口
拡
充
の
た
め
、当
計

画
を
策
定
で
き
る
か
。

教
育
長　
令
和
７
年
４
月
に

着
手
し
、令
和
９
年
12
月
の

認
定
を
目
指
す
。文
化
財
の

保
存
と
活
用
の
方
向
性
を
示

す
こ
と
で
、担
い
手
の
誇
り

の
再
認
識
や
交
流
機
会
の
創

出
に
つ
な
げ
た
い
。

竹
林　
無
形
民
俗
文
化
財
と

は
何
か
。本
町
に
は
何
が
あ

る
か
。

教
育
長　
生
活
の
中
で
継
承

さ
れ
て
き
た
風
俗
習
慣
や
民

俗
芸
能
な
ど
で
あ
る
。本
町

に
は「
綾
子
踊（
国
指
定
）」

「
大
川
念
仏
踊（
県
指
定
）」

「
三
嶋
神
社
湯
立
神
楽（
町
指

定
）」な
ど
が
あ
る
。

竹
林　
旧
仲
南
町
で
は
獅
子

舞
に
助
成
を
し
て
い
た
が
、

本
町
の
未
指
定
文
化
財
の
継

承
に
、過
疎
債
等
の
財
源
を

ど
う
活
用
す
る
か
。

教
育
長　
獅
子
舞
等
の
未
指

定
文
化
財
の
保
存
継
承
に
係

る
経
費
は
、計
画
の
協
議
会

で
検
討
し
て
い
く
。過
疎
債

は
財
源
の
一
つ
で
あ
る
が
、

公
民
の
補
助
金
等
を
含
め
総

合
的
に
検
討
す
る
。

竹
林　

計
画
策
定
に
あ
た

り
、何
を
調
査
し
て
い
る
の

か
。

教
育
長　
令
和
7
年
度
に
お

い
て
は
、地
域
文
化
財
総
合

活
用
推
進
事
業
を
活
用
し
、

未
指
定
文
化
財
の
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

地域活性化を図れるか
問

答 保存と活用の指針を定め、地域振興の一助に

文化財保存活用地域計画

川
西　
本
町
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
率・子
宮
頸
が

ん
検
診
受
診
率
を
踏
ま
え
、Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
の
導
入
が

住
民
の
命
や
健
康
に
与
え
る

影
響
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。

町
長　
先
行
自
治
体
の
デ
ー

タ
の
蓄
積
も
十
分
で
は
な
く

メ
リ
ッ
ト・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
双

方
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、現
時

点
で
評
価
す
る
事
は
困
難
で

あ
る
。

川
西　
県
の
医
師
会
等
か
ら

の
見
解
を
ど
の
よ
う
に
方
針

へ
反
映
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
本
町
と
し
て
は
、県
に

広
域
的
な
関
係
機
関
と
の
協

議
の
場
の
設
置
検
討
を
依
頼

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。ま
た

県
で
は「
が
ん
対
策
推
進
協
議

会
の
子
宮
頸
が
ん
部
会
」に
お

い
て
、今
後
の
方
針
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

川
西　
集
団
検
診
会
場
の
30

歳
代
の
希
望
者
に
限
ら
ず
、10

歳
刻
み
で
対
象
年
齢
を
設
定

し「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」と「
細
胞
診

検
査
」の
併
用
検
査
も
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

竹
たけばやし

林 昌
まさひで

秀
議員

多様な財源を
有効活用した
地域活性化

石
﨑  

来
年
４
月
に
は
、我
々

も
町
長
も
任
期
満
了
を
迎
え

る
。来
期
も
町
政
に
と
っ
て

重
要
な
４
年
間
と
な
る
。議

会
は
２
名
削
減
し
14
名
で
議

会
運
営
に
あ
た
る
。各
人
の

住
民
に
負
う
責
任
は
格
段
に

重
く
な
る
。町
長
に
お
い
て

は
、町
民・
執
行
部・
議
会
と

と
も
に
歩
む
気
持
ち
か
否

か
。す
な
わ
ち
４
月
の
町
長

選
挙
へ
の
気
持
ち
を
伺
う
。

町
長  

合
併
以
来
20
年
間
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
歩
み
、

数
々
の
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。最
大
の
財
産
は「
人
」 

と 

「
地
域
の
つ
な
が
り
」 

ま

ん
の
う
町
の
維
持
可
能
な
行

財
政
運
営
と
、合
併
か
ら
育

ん
で
き
た
一
体
感
を
次
の
世

代
へ
確
か
な
形
で
つ
な
ぐ
責

任
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
施

策
の
総
仕
上
げ
と
、合
併
特

例
債
終
了
を
見
据
え
た
財
政

構
造
転
換
、人
口
減
少
等
そ

の
他
山
積
す
る
重
要
課
題
に

引
き
続
き
取
り
組
み
、「
暮
ら

し
の
安
心
」と「
地
域
の
誇

り
」を
守
り
、さ
ら
に
前
進
さ

せ
る
覚
悟
で
あ
り
、次
期
町

長
選
挙
に
６
期
目
と
し
て
出

馬
す
る
所
存
で
あ
る
。

石
﨑　
1
期
か
ら
5
期
目
ま

で
を
総
括
し
、６
期
目
に
臨
む

に
あ
た
り
、来
期
の
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
優
先
順
位
１・

２・３
で
伺
う
。

町
長　
優
先
順
位
１
が 

「
行

財
政
の
自
立
化
と
投
資
の
選

択・
集
中
」2
番
目
が 
「
移
動

の
基
盤
を
守
る
仕
組
み
を
持

続
可
能
に
す
る
、地
域
交
通

の
再
編
と
安
定
運
行
」 

３
つ

目
が 「
子
ど
も・教
育・健
康・

介
護
を
貫つ
ら
ぬく

地
域
包
括
ケ
ア

の
強
化
」 

な
ど
の
、人
へ
の
投

資
の
再
定
義
だ
。

問

答
現場の声を政策に繋げ、暮らしの安心・地域の誇りを守り抜く

行政・住民・議会
との三位一体

町長へ来期の取り組みを問う
　　　　  （町長選への出馬）

石
いしざき

﨑 保
やすひこ

彦
議員
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

林業支援

道路整備

毎年、国・県へ要望している

答

問

常
包　
町
面
積
の
69
％
が
森

林
、
林
業
振
興
の
中
心
と
な

る
ヒ
ノ
キ
が
県
内
で
一
番
多

い
。
町
内
の
森
林
に
関
し
て

課
題
は
何
か
。

　
昨
年
か
ら
、
県
立
農
業
大

学
校
の
造
園
・
緑
化
コ
ー
ス

に
林
業
が
加
わ
っ
た
。
来
春

卒
業
予
定
者
の
内
、
3
人
が

林
業
関
係
に
就
職
内
定
し
て

い
る
。
林
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
雇
用
が
継
続
し
な
い
等

の
課
題
が
多
く
聞
か
れ
る

が
、
給
料
、
休
暇
な
ど
で
魅

力
あ
る
職
場
に
な
る
よ
う
町

と
し
て
更
な
る
支
援
が
で
き

な
い
か
。

町
長　
伐
採
可
能
な
51
年
生

以
上
が
約
4
割
と
多
い
反

面
、
20
年
生
以
下
の
も
の
が

少
な
い
。
伐
採
が
急
激
に
進

む
と
、
将
来
、
資
源
の
確
保

に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
。

　
現
場
作
業
員
は
、
仕
事
が

き
つ
く
危
険
、
日
給
月
給
で

所
得
不
安
定
等
か
ら
長
続
き

し
な
い
、
と
の
問
題
を
聞
い

て
い
る
。
県
と
市
町
が
森
林

環
境
譲
与
税
の
一
部
を
拠
出

し
て
、
国
の
支
援
に
上
乗
せ

助
成
し
て
い
る
。
町
と
し
て
、

安
定
雇
用
の
た
め
に
事
業
量

を
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く

と
と
も
に
、
町
の
森
林
委
員

会
で
の
意
見
を
参
考
に
独
自

の
有
効
な
支
援
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

常
包　
吉
野
・
桶
樋
地
区
に

県
森
林
組
合
連
合
会
が
整
備

す
る
製
材
所
の
メ
リ
ッ
ト

は
。
県
森
連
か
ら
、
庭
木
等

の
持
ち
込
み
も
検
討
し
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

町
長　
新
た
な
雇
用
の
創
出

と
、
原
木
搬
出
の
経
費
減
少

に
よ
る
収
入
の
増
加
、
林
業

従
事
者
の
収
入
の
向
上
や
林

業
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
個
人
の
樹

木
持
ち
込
み
に
つ
い
て
も
、

実
現
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
。

林業従事者、事業者へ支援を

常
つねかね

包  恵
めぐみ

 
議員

給料、休暇等で
魅力ある職場に

松
下  

本
町
に
お
い
て
は
、

合
併
特
例
債
に
よ
り
満
濃
中

学
校
を
始
め
各
小
学
校
の
耐

震
化
や
仲
南
こ
ど
も
園
、

南
こ
ど
も
園
や
各
公
民
館

の
改
修
、
四
条
公
民
館
の
増

築
等
や
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
も
完
成
を
み
て
お

り
、
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
も
解
体
撤
去
さ
れ
、

駐
車
場
整
備
を
残
す
の
み
だ

が
、
反
面
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

遅
れ
て
い
る
。
県
道
長
尾
丸

亀
線
の
鯰
岩
付
近
の
歩
道
の

設
置
や
、
国
道
４
３
８
号
線

の
佐
岡
交
差
点
付
近
の
歩
道

の
設
置
、
神
野
の
泥
田
薬
師

線
も
未
着
手
だ
が
最
近
ほ
場

整
備
と
一
体
で
水
路
、
道
路

の
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
長
炭
の
大
向
地
区

の
幹
線
道
路
で
あ
り
老
健
施

設
付
近
の
１
６
０
メ
ー
ト
ル

余
り
が
未
舗
装
で
早
期
の
舗

装
が
待
た
れ
て
い
る
が
、
見

解
を
問
う
。

町
長　
国
道
、
県
道
等
は
毎

年
要
望
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
農
道
や
生
活
道
に
お
い

て
も
、
国
費
、
県
費
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、
ま
た
町
独

自
の
補
助
制
度
を
活
用
し
対

応
し
て
い
く
。

問

松
まつした

下 一
か ず み

美
議員

安定雇用のために事業量確保に努力

答

歩道の整備が急がれる佐岡交差点付近

遅れている
　　インフラ整備を問う

道路は命の
ライフライン
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一般質問 一般質問 ※一般質問の記事原稿は、質問した議員の責任において執筆しています。

免許返納と更新

高齢者講習

すくすく育ってほしい

真
鍋  

高
齢
者
の
免
許
返
納

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
方

針
で
取
り
組
む
の
か
。ま
た
、

返
納
推
進
に
は
町
の
補
助
制

度
の
充
実
が
必
要
で
は
。

町
長　
高
齢
者
の
免
許
返
納

に
当
た
っ
て
は
、返
納
後
の

移
動
手
段
確
保
を
最
重
要
課

題
と
位
置
付
け
て
い
る
。関

係
課
や
社
協
等
と
連
携
し

調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、公
共
交
通
の
基
盤
整
備

や
、あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー・
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
等
の
制
度
充

実
を
図
り
、安
心
し
て
返
納

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

真
鍋  

免
許
更
新
時
の
高
齢

者
講
習
は
予
約
が
取
り
に
く

い
状
況
で
あ
る
。早
や
め
に

の
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
長
炭
の
大
向
地
区

の
幹
線
道
路
で
あ
り
老
健
施

設
付
近
の
１
６
０
メ
ー
ト
ル

余
り
が
未
舗
装
で
早
期
の
舗

装
が
待
た
れ
て
い
る
が
、
見

解
を
問
う
。

町
長　
国
道
、
県
道
等
は
毎

年
要
望
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
農
道
や
生
活
道
に
お
い

て
も
、
国
費
、
県
費
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、
ま
た
町
独

自
の
補
助
制
度
を
活
用
し
対

応
し
て
い
く
。

予
約
を
す
る
よ
う
啓
発
で
き

な
い
か
。ま
た
、運
転
寿
命

を
延
伸
の
た
め
、県
が
実
施

す
る「
高
齢
者
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
事
業
」を
啓
発
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

免
許
更
新
の
啓
発
、

交
通
安
全
啓
発
、免
許
返
納

支
援
、代
替
移
動
手
段
の
周

知
を
一
体
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、警
察
等
と
連
携
し
た

啓
発
や
広
報
の
検
討
を
行
う

と
共
に
、「
高
齢
者
安
全
運
転

サ
ポ
ー
ト
事
業
」や
返
納
者

支
援
制
度
を
具
体
的
に
示

し
、更
新・
返
納
の
判
断
を
支

え
る
情
報
提
供
を
強
化
す

る
。

問
運転免許更新に関する啓発は

真
ま な べ

鍋 泰
たいじろう

二郎
議員

警察等と連携した啓発の実施を検討する

高齢者講習の
予約はお早めに

出産祝い金

答

問

実現したい思いは同じである

現行水準より
        桁違いの金額支給を

白
しらかわ

川 正
ま さ き

樹
議員

白
川  

ま
ん
の
う
町
で
は
、出

産
祝
い
金
を
第
1
子
、第
２
子

は
５
万
円
、第
３
子
以
降
は

10
万
円
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

第
１
子
が
２
歳
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
１
０
０
万
円
、第
２
子

は
２
０
０
万
円
、第
３
子
は

３
０
０
万
円
、そ
し
て
第
４
子

以
降
は
１
０
０
０
万
円
を
支

給
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
大
胆
な
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、大
変
に
意
欲
的
で
、

私
自
身
ま
ち
の
未
来
を
拓
く

と
い
う
意
味
で「
心
が
動
く
」

提
案
だ
と
受
け
取
っ
た
。力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
、ま

ん
の
う
町
の
魅
力
発
信
と
い

う
観
点
か
ら
も
、確
か
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

一
方
で
現
実
の
財
政
運
営
を

考
え
る
と
、直
ち
に
そ
の
水

準
へ
一
気
に
踏
み
出
す
こ
と

は
な
か
な
か
な
か
難
し
い
部

分
が
あ
る
。

　

財
源
の
安
定
確
保
な
ど
、

詰
め
る
べ
き
論
点
が
多
岐
に

わ
た
る
た
め
だ
。現
行
水
準

と
比
較
す
る
と
、今
回
の
提

案
は
桁
の
違
う
拡
充
で
あ

り
、効
果
の
検
証
と
持
続
可

能
性
の
見
極
め
を
、段
階
的・

複
線
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。と
は
い
え
、提
案
の
方
向

性
は
、ま
さ
に
町
の
将
来
像

に
資
す
る「
攻
め
」の
発
想
で

あ
り
、前
向
き
に
受
け
止
め

た
い
。提
案
は「
す
ご
い
案
」

で
あ
り
私
も「
で
き
る
こ
と

な
ら
実
現
し
た
い
」と
の
思

い
は
同
じ
で
あ
る
。支
給
金

額
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
調

査・研
究
を
進
め
て
い
く
。

第４子は
１０００万円を

答
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まんのう町の春夏秋冬

一
年
中
で

一
番
厳
し
い

季
節
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
な
れ
ば

桜
の
花
が

14
輪
咲
き
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
く
れ
た
方
も

そ
う
で
な
い
方
も
、 

い
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

午
年
で
す
。

馬
の
よ
う
に

飛
躍
す
る
年
に

す
る
ぞ
う
。

新
し
い
年
を

　
　
迎
え
ま
し
た
。

馬
か
象
か
ど
っ
ち
や
ね
ん

吹佐古から見た美しい風景（琴南地区）

幸せが舞いおりた
（仲南地区R7.12.2）

つく人もこねる人も議員です（仲南地区）

香川県 まんのう町

住みやすい町づくりを目指して
https://www.town.manno.lg.jp/life/4/25/ 皆様のご意見をお聞かせください。mail：gikai@town.manno.lg.jp

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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町
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委
員
長
　 

白
川
　
正
樹      

　
早
い
も
の
で
４
年
の
任
期
が
、
残

り
２
ケ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
第
17
回
議
会
報
告
会

の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
も
、
多
く

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
広
報
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
の
編
集
作
業
は
「
議
会
だ
よ

り
58
号
」
を
も
っ
て
最
後
と
な
り
ま

す
。
今
年
４
月
以
降
は
新
体
制
の
広

報
委
員
会
と
な
り
ま
す
が
、
今
以
上

に
わ
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」

と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
引
き
継

ぎ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
年
中
で
寒
さ
が
最
も
厳
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
管
理
に
気

を
付
け
て
、
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　
２
ケ
月
後
に
は
、
春
が
来
ま
す
。
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